
担当　冨永友起子

生活や技術への関心・意欲・態度 生活を工夫し創造する能力 生活の技能 生活や技術についての知識・理解

・自分の食生活に関心をもち、健康によ
い食習慣について考え、日常生活で実
践しようとしている。

・自分の食生活を点検し、課題を見付
け、より良い食習慣について考え工夫し
ている。
・中学生の1日分の献立について、料理
や食品の組み合わせを考え、工夫して
いる。

・食品群別摂取量の目安を理解し、中
学生に必要な栄養量を満たす一日分の
献立を立てることができる。

・食事の役割や栄養素の種類と働きを
理解している。
・中学生に必要な栄養の特徴を理解し
ている。
・食品群別摂取量の目安を理解し、中
学生に必要な栄養量を満たす一日分の
献立の立て方についてわかる。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

学習態度
出席状況
忘れ物
提出物
など

ワークシート
定期考査
など

ワークシート
定期考査
など

ワークシート
定期考査
など

・食品の選択と保存に関心をもって学習
活動に取り組み、食生活をよりよくしよう
としている。

・食品を選択についれて必要な情報を
収集・整理した情報を活用し、自分の状
況に合わせて工夫し、選択することがで
きる。

・食品を選択するために必要な情報を
収集・整理することができる。

・生鮮食品と加工食品の表示の意味と
良否の見分け方について理解してい
る。
・食品の選択における観点について理
解している。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

学習態度
出席状況
忘れ物
提出物
など

ワークシート
定期考査
など

ワークシート
定期考査
など

ワークシート
定期考査
など

・日常の調理に関心をもち、調理器具等
の安全と衛生に配慮し、調理技術を習
得しようとしている。

・調理に必要な手順や時間を考えて計
画し、実行することができる。

・安全と衛生に留意し、食品や調理用具
などの適切な管理ができる。
・調理の目的や食材にあった基本的な
調理操作ができる。

・食品や調理用具の安全と衛生に留意
した取り扱い方について理解している。
・肉・魚・野菜の調理上の性質を理解し
ている。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

学習態度
出席状況
忘れ物
提出物
自己評価カード
など

ワークシート
自己評価カード
定期考査
など

ワークシート
自己評価カード
定期考査
など

ワークシート
自己評価カード
定期考査
など

・地域の食材や日本の食文化に関心を
もっている。
・日本の食糧事情を知り、世界や環境な
ども含めた食生活の課題を主体的にと
らえ、食生活をよりよくしようと取り組ん
でいる。

・日本の食文化や食糧事情を理解し、こ
れからの食生活の課題を考え、その解
決を目指して日常食などを自分なりに
工夫することができる。

・地域の食材を利用することの意義を理
解している。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

学習態度
出席状況
忘れ物
提出物
自己評価カード
など

ワークシート
定期考査
など

ワークシート
定期考査
など

・布を用いた物の製作に関心を持って取
り組み、衣生活や住生活を豊かにする
ために実践しようとしている。

・衣生活や住生活を豊かにするために、
製作計画や方法を工夫して作品を製作
することができる。

・安全で効率よく作品の製作をすること
ができる。
・目的に応じた縫い方ができる。

・必要な材料、用具の選択や用具の正
しい使い方がわかる。
・目的に応じた縫い方がわかる。
・製作手順を理解している。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

学習態度
出席状況
忘れ物
感想
自己評価カード
作品など

ワークシート
ワーク
作品
定期考査
など

ワークシート
ワーク
作品
定期考査
など

ワークシート
ワーク
作品
定期考査
など

・子どもの発達を支えるために地域の施
設や行事、それを支える人々がいること
に関心を持つ。

・地域の中での自分の役割について考
え、課題を設定することができる。

・地域の子どもの発達を支えるための施
設の役割や種類について理解する。
・子育て支援の必要性について理解し
ている。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

学習態度
出席状況
忘れ物
提出物
など

学習態度
出席状況
忘れ物
提出物
など

学習態度
出席状況
忘れ物
提出物
など

学習態度
出席状況
忘れ物
提出物
など

・幼児とのふれあい体験に意欲をもって
取り組もうとしている。
・

・幼児の生活について課題を設定する
ことができる。　　　　　幼児の発達に応
じたかかわり方を工夫しようとしている。

・幼児の発達や状況に応じて、接し方や
話し方、遊び方などを考え、交流するこ
とができる。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

学習態度
出席状況
忘れ物
提出物
ワークシートなど

学習態度
出席状況
忘れ物
提出物
ワークシートなど

学習態度
出席状況
忘れ物
提出物
ワークシートなど

・自分や家族の消費生活に関心をもち、
消費のあり方を改善しようとしている。

・消費生活がどのように成り立っている
かがわかる。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

学習態度
出席状況
忘れ物
提出物
など

ワークシート
定期考査
など

・身近な販売方法に関心をもち、利点や
問題点について考えている。

・収集・整理した情報を活用して物資・
サービスの選択、購入及び活用につい
て考え工夫している。

・物資・サービスの選択、購入及び活用
について必要な情報を収集・整理するこ
とができる。

・物資・サービスの選択、購入及び活用
に関する知識を身に付けている。
・中学生にかかわりの深い販売方法の
特徴を理解している。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

学習態度
出席状況
忘れ物
提出物

ワークシート
定期考査
など

ワークシート
定期考査
など

ワークシート
定期考査
など

・消費者としての自覚をもち、消費者とし
て責任ある行動をとろうとしている。

・消費者に関する法律や消費者の権利
と責任を理解し、場面に合わせた行動を
考えることができる。

・消費者トラブルの事例に対し、消費者
を支える法律・制度・機関の知識を用
い、対応することができる。

・消費者を支える法律・制度・機関がわ
かる。
・消費者の権利と責任を理解している。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

学習態度
出席状況
忘れ物
提出物

ワークシート
定期考査
など

ワークシート
定期考査
など

ワークシート
定期考査
など

・自分や家族の消費生活が環境に与え
る影響について関心をもっている。

・自分や家族の消費生活について、環
境に配慮した消費生活について考え、
実践を通して自分なりに工夫することが
できる。
・５つのＲから身近なものを使って、生活
に役立つものを製作し、発表する。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

学習態度
出席状況
忘れ物
感想
作品など

学習態度
出席状況
忘れ物
感想
作品など

3 3

A環境に配慮した消費生活 3 ・衣食住から環境について振り返る。
・自分たちの生活を確認し、環境に配慮
した消費生活について考える。

3 1
2

Dよりよい消費生活のために 3 ・消費者に関する法律や権利について
知る。
・かしこい消費者になるための具体的な
手立てを考える。

3 1

D商品の選択と購入 3 ・商品の購入の際に、情報の必要性に
気付き、情報を集めることができる。
・購入時の情報となる表示やマークにつ
いて知る。
・販売方法・支払い方法の種類や特徴
について知る。
・商品を購入することは売買契約にあた
り、権利と責任があることを理解する。
・トラブルを防ぐための注意点や解決方
法を知る。

2

3
12
1

D家庭生活と消費 2 ・商品には物資とサービスがあることが
分かる。
・自分の消費行動を振り返る。
・消費生活のしくみを知る。

2 11
12

A幼児とのふれあい 3 幼児との触れ合いに関心を持ち、幼児
の発達と生活について、自分の課題を
見つけることができる。

2 11
12

A題材名　子どもの成長と地域 2 子どもの成長と地域の施設や人々との
かかわりについて理解する。

2 11

C題材名　布を用いた物の製作 5 ・衣生活・住生活の学習を振り返り、衣
生活・住生活を豊かにするためのもの
の製作に関心をもち、計画を立て、製作
を行う。
・作品を作り方の手順に従い、意欲的に
製作をする。

2 10

B地域の食材と食文化 2 ・地域の食材と郷土料理について調べ
る。
・簡単な郷土料理の調理を行う。
・地域の食材を利用することの意義を考
える。
・日本の食糧事情を知り、これからの食
生活の課題を考える。

平成30年度　技術・家庭科（家庭分野）　年間指導計画　第二学年

学

期
月 単元名

時

数
学習内容

評価の観点と評価規準

評価資料・評価方法等

1 4
5

B健康と食生活 4 ・食習慣と健康について考える。
・自分の食生活を振り返り、課題を見付
ける。
・５つの栄養素、水の働きを知る。
・様々な食品を栄養的特徴により６つの
食品群に分類する。
・中学生に必要な栄養素を知る。
・食品群別摂取量を知り、中学生の栄
養の特徴に気付く。
・食品群別摂取量を元に、献立を考える
ことができる。
・献立作成の条件と手順を確認する。

・野菜の調理実験・実習を行う。
・野菜の調理上の性質をまとめる。
・肉の調理実験・実習を行う。
・肉の加熱による変化を調べる。
・肉の調理上の性質をまとめる。
・魚の調理実験・実習を行う。
・魚の調理上の性質をまとめる。
・既習の学習内容を活用して、１食分の
献立を考える。

1 5
6

B食品の選択と保存 4 ・生鮮食品の意味を知り、旬があること
を知る。
・生鮮食品の特徴を考える。
・加工食品の種類と特徴を知る。
・加工食品の表示の見方を知る。
・表示を生かした食品の選び方を知る。

1

 

2

7
9

B調理をしよう 4


